
第20号 発刊 に よせ て

奈良大学理事長 市 川 良 哉

『奈良 人学情 報処 理 セ ン ター年報」 第20号 《記念 号》 発刊 に際 して 、 これ まで の関係者

各位 の ご努 力に敬意 と感 謝 の思 い を込 めて、 お祝 いを 申 しLげ ます。

本学 は1988年(昭 和63年)宝 来の キ ャ ンバ スを こ こlii陵キ ャ ンパ スへ 全面移転 し、 もと

もとの文学 部 に加 えて 社会学 部 を増設 す ると同時 に、 この情 報 処理 セ ンターが 開設 され た

ので あ りま した。 爾 来、20年 余 が経 過 いた しま した。 この間 の セ ン ター年譜 を見 ます と随

分 と変わ りま した。 た また ま、 わた く しはキ ャ ンパ ス移 転 や社 会学 部 の増 設 、情報 処 理 セ

ンターの開 設 な どのr業 にたず さわ った こと もあ って、 振 り返 る と、 当時 の こ とが い ろい

ろ懐 か しく想 い出 され ます。

情轍処 理 セ ン ター開設 に あた って は、 どの よ うな機 器を導 入 す るかの議 論 が中心 にな さ

れ ま した。詳 し くは記憶 して い ませ ん が、最 初 は情報 処理 セ ン ターの中 央 コ ンピュー タは

汎 用機 でNECACOS430/70が 設置 され ま した。 第2世 代 は スーパ ー ミニ コ ン ピュー タで

CONVEXC3420を 導 入(こ の と き、 わ た く しはセ ン ター所 長 をurrし て い ま したが、 ア

メ リカか らCONVEXの 社 長が 挨拶 に 来 られ るよ うな時代 で した)、 第3世 代 か らは ワー

クステー ションとな りま した。 クライア ン ト機 は コマ ン ド系 か らウイ ン ドウズ系へ と変 わ っ

て い きま した。 こう した流 れ の中で は、 コ ン ピュー タの操 作法 に重点 が置 かれ た情報 教 育

活動 が 多彩 にな されて い たので あ ります。

しか し、 この間 にパ ー ソナ ル コ ン ピュー タの性能 が 格段 に精巧 な もの とな るに従 って、

中央 コ ン ピュー タを廃1ヒ し、 教 育研究 系 の ネ ッ トワー ク システ ムを よ り充実 させて きま し

た。現 在 は操作 法 に 重点 を 置 いた情 報教 育か らコ ンピュー タを学 習 に充分 に活用 出 来 るよ

うに し、学 生諸君 の教 育 ・研究 支援 にF点 を 置 いた活動 に変化 して きて います。 この ため

に、 情報 処 理 セ ンターは学 内 外か らのeラ ーニ ング システ ムの利 用 やWEB履 修 、WEB

ポ ー タルな どに対応 す る ことに よ り、情 報 の デ ジタル化 の促 進 と、教 育 ・研究 へ のeラ ー

ニ ング システ ムの積極 的 な活用 をはか るよ うに努 力 して い るの で あ ります。

今[、 高等 教育 の質 の保 証 の問題 が 大 き く取 り ヒげ られ て います。 その基 本 に は自主 ・

自律 の学 習 が あ ります。 その点 か ら も、 こ う した 本学 の情 報教 育 の一一層 の推進 を はか る こ

とは大 切で あ り、 そ の活動 を 支援 して ま い りたい所 存で あ ります。
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